第５章
実験（２）
実験（２）実験（１）のキャリブレーションを用いて検出器のエネルギー分解能をテストする。
実験（１）で求めたキャリブレーションを用い、以下の反応によって放出されるγ線のエネルギーが既知であることから、検出器のエネルギー分解能をテストする。
Ｐ＋ＬiＦ→Ｎe→α＋O*

　　　　　　　　　　↓　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O＋γ　・・・・・（＊）
                                   6.13(MeV)

                                   6.92(MeV)

                                   7.12(MeV)

ペレトロン加速器ビームラインで、ＬiＦをターゲットとし約872KeVに設定したＰのビームをあて、γ線を放出させる。
５．１　原理
５．１．１　ペレトロン加速器の原理
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①イオン源からH‐が作られる。
②加速器本体で2段階にわけて加速(荷電変圧ガスによりH＋に変化)

③磁力によってビームのエネルギーをふるいにかける。
④ターゲットを通過後、FC（ファラデーカップ）で止まる。
5．1．2 測定のためのセットアップ
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５．２　測定結果
　下の模範図よりPのエネルギーEpが872KeVのときクロスセクション（反応断面積）は最大で約5KeVの幅しかないことがわかっている。
図3は図2のときのPのエネルギーより-17.0(KeV)ずらしたPの反応より放出されたγ線のエネルギーとADCcountの図である。
図１よりPのエネルギーを-17.0(KeV)ずらせば本実験に必要なγ線のエネルギーは放出されないことがわかる。
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（図５．１） Pのエネルギーを約872Keにしたもの
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（図５．２）　（図５．１）のときよりＰのエネルギーを-17.0KeVずらしたもの
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図のヒストグラムはP（陽子）のエネルギーをクロスセクションが最大になる値に設定し測定したグラフに同じイベント数countされた数N
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に規格化されたback ground（Pのエネルギーを-17KeVずらしたもの）の数N
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を重ね合わせたものである。

ここで、
N:イベント数

添字については

W:Ｐのクロスセクションが最大
BG: Pのエネルギーを-17KeVずらしたもの
ｗ: Ｐのクロスセクションが最大のときのADCcountが250＜ｎ＜400

b: Pのエネルギーを-17KeVずらしたときのADCcountが250＜ｎ＜400

S:線源からback groundを差し引いたもの

上のヒストグラムは

N
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をプロットしたものである。

本実験での反応で放出されるγ線のエネルギーは6.13(KeV),6.92(KeV),7.12(KeV)とわかっているので、その値を実験（１）で求めたキャルブレーションの比例式に代入する。
今回ATTを10dBかけているのでそのことを考慮してこのγ線のエネルギーに対応するADCcountに矢印を入れた。

５．３　考察

　実験(1)で求めたキャリブレーションは本実験で放出されたγ線のエネルギーより１ケタ大きいものと小さいものでエネルギー較正しているので、この実験(2)で用いることは

妥当である。
　ヒストグラムよりオンレゾナンスのときはピークがあり、オフレゾナンスのときはピークがないことがはっきりとわかる。そのことより、次の２点がいえる。

· 本実験で考えたセットアップ、データ収集機能は10
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～10(MeV)のエネルギーに対応する機能を持っている。

· （＊）式の反応より放出されるγ線は6～7(MeV)のエネルギーを確実にもっていて、オフレゾナンスのときはそのピークが見られない。

上のヒストグラムより、実験(1)のキャリブレーションから求めたADCcountとピーク位置とを比較するとすこしずれていることがわかる。その理由として考えられるのが、対応するエネルギーをフルエナジーピークとして計算したが、私たちは6～7(MeV)のγ線をみているので、コンプトン散乱の効果が大きい。
電子の得る最大のエネルギーE
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この値のピークが出ていると予想される。ゆえに、矢印で示した位置より低い位置にピークがでていると考えられる。
しかし、それは断定できない。
その原因として考えられるのは、クロスセクションの絶対的な値がわかっていないことである。その解決方法として次の３点があげられる。

· ビームの量（電流値）のデータとイベント数を数えるデータのシステムが独立であること。

· データ収集能力の向上。

· ノイズをより精度よく取り除くこと。
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